
平 成 29 年 12 月 25 日

福 井 県 小 浜 市

歴 史 と 伝 統 の 感 動 お ば ま 地 区 都 市 再 生 整 備 計 画 （ 第 2 回 変 更 ）

社会資本総合整備計画（第２回変更）



歴史と伝統の感動おばま地区都市再生整備計画
平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 小浜市

『歴史と伝統が織りなす「まちなか回遊」感動おばまの創造』

・小浜西組重要伝統的建造物群保存地区内の歩行者・自転車通行量を1,216人/12h（H25）から1,550人/12h（H30）に増加
・まちの駅の年間利用者数について、200,000人/年(H30)を目標とする

小浜西組の歩行者・自転車通行量
小浜西組重伝建地区内の歩行者・自転車通行量（平日：５地点の合計）  1,216人/12h  1,550人/12h

まちの駅の利用者数
まちの駅の年間利用者数 　　　0人/年  200,000人/年

浸水面積
大雨時における地区内の想定浸水面積 　 13,000 ㎡ 　　　 0 ㎡

小浜中・西部地区観光交流人口
小浜中・西部地区の観光施設等に訪れた１年間の来訪者数 　150,000 人 　320,000 人

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

A-1 都市再生 一般 小浜市 直接 歴史と伝統の感動おばま地区都市再生整備計画事業 小浜市 1,400

合計 1,400

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

・歴史・伝統を体感する“感動”（歴史的・文化的景観に配慮した統一感のある景観の形成、歴史的資源を活用した地域の魅力の発信）
・いきいきとしたまちに暮らす“感動”（防災対策による安心・安全なまちの形成、市民も来訪者も楽しく歩ける魅力的空間の創出）
・おもてなしによって人と人がつながる“感動”（着地型観光の推進、市民と来訪者が交流する機会の創出）

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（参考様式２）社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

平成29年12月25日

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1,400百万円 Ａ 1,400百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

(H25) (H30)

小浜市 38.0ha

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H26 H27 H28 H29

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0

配分額
（a）

67 182 121 125

0

前年度からの繰越額
（d）

0 31 93

交付額
（c=a+b）

67 182 121 125

77

翌年度繰越額
（f）

31 93 77

支払済額
（e）

36 121 137 112

90

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 2 35 49

0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- -

　工事内容が複雑（幅員が狭
小な道路内における電線地中
化、消雪、側溝、景観舗装）
であり、設計・積算に不測の
期間を要し、入札が４月以降
となっため。

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 1.1% 16.6% 24.3%

　工事内容が複雑（幅員が狭
小な道路内における電線地中
化、消雪、側溝、景観舗装）
であり、地元調整に不測の期
間を要したため。

　工事内容が複雑（幅員が
狭小な道路内における電線
地中化、消雪、側溝、景観
舗装）であり、各関係機関
との工事調整に不測の期間
を要したため。

H30

65

0

65

90

93

61

23

0

14.9%



歩行者・自転車通行量 （人/12h） 1,216 （H25年度） → 1,550 （H30年度）

まちの駅の利用者数 （人/年） 0 （H25年度） → 20万 （H30年度）

浸水面積 （㎡） 13,000 （H24年度） → 0 （H30年度）

　歴史
れ き し

と伝統
でんとう

の感動
かんどう

おばま地区（福井
ふ く い

県小浜
お ば ま

市）　整備方針概要図

目標 『歴史と伝統が織りなす「まちなか回遊」感動おばまの創造』
代表的な

指標

JR小浜駅

●小浜市役所

国道27号

国道162号
●文化会館

小浜湾

●人魚の浜
東駐車場

旧旭座●

基幹事業

効果促進

関連事業

凡 例

●市立図書館

●

小浜公園

人魚の浜
西駐車場

●

歴史と伝統の感動おばま地区都市再生整備計画事業



計画の名称：歴史と伝統の感動おばま地区都市再生整備計画　　事業主体名：福井県小浜市　

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ■

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ■

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ■

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ■

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ■

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ■

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ■

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ■

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ■

　１）十分な事業効果が確認されている。 ■

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ■

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ■

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ■

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ■

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ■

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ■

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ■

⑥円滑な事業執行の環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果

⑤地元の熱意

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応


